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GSM （Global System for Mobile Communications）方式を開発したフィ
ンランド企業のノキアであったが，デジタル技術開発の過程では，米クア
ルコム（Qualcomm）の CDMA（Code Division Multiple Access）方式






































































































































世界需要は，図 1 に示すように 2000 年代初めに IT バブル崩壊で停滞
したが，その後順調に回復し，2002 年の 4 億台から 2006 年には約 10
億台へと増加した。2000 年代後半は，先進国市場が成熟したことに加え，
リーマンショックによる景気後退の影響を受けやや停滞したが，中国，イ
ンドをはじめとする新興国需要が回復し，2010 年約 12 億台（まがい物
を含めると 13 〜 14 億台ともいわれる）との見込みである。最近のトレ
ンドはアップル社が先行したインターネット検索などの機能性を増した
スマートフォン需要であり，同タイプの構成比は 2009 年 15％から 2010
年には 25％前後に上昇し，需要台数は前年比 70％増の約 3 億台に達する
と推測される。
携帯電話は各国地域の通信事情に応じて普及してきたため，従来は











れる「UMTS（Universal Mobile Telecommunications System） Forum」は，IMT-2000（次世代
移動体通信）の普及と開発を目的としたスイスに本部をもつ非営利団体。UMTS は，「W-CDMA」 
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格 IMT2000 に準拠し互換性をもたせた W-CDMA 方式が開発され，同方
式を含む UMTS と呼ばれる 3G 方式が 2000 年代中盤から日本を筆頭に，
世界各国で本格的なサービスが展開されている。 つまり，携帯電話の世
界市場は，従来メジャーであった GSM 方式から，3G のデジタル方式に
移行する過程で，CDMA 方式，さらに W-CDMA 方式などに徐々に移行
している。 
２．携帯電話の供給動向
世界需要に併せて 1990 年代後半以降急増してきた携帯電話生産は IT
不況の影響で 2001 年に大きく減少したが，2002 年以降は再び回復基調















































（注）　 右図は 2008 年の方式別生産状況。
図 2　世界の携帯電話の主要企業別生産シェアと方式別生産状況
　　生産推移(100万台) 　地域別（2009年）




ノキア 171 196 262 354 389 428 392 0 20 183 44 55 90
三星電子 51 83 96 108 118 196 222 0 53 126 16 0 27
LG電子 23 41 54 56 62 102 116 0 30 72 6 0 8
モトローラ 48 62 117 191 211 96 50 0 0 38 5 0 7
ソニー･エ
リクソン
25 33 50 74 82 98 57 1 0 46 0 0 10
その他 97 111 93 75 69 150 184 6 2 157 18 0 1
計 415 526 672 858 931 1,070 1,021 7 105 622 89 55 143
日
系
シャープ 7 9 10 13 15 11 12 9 0 3 0 0 0
パナソニッ
ク
13 12 10 7 7 7 5 4 0 1 0 0 0
京セラ 13 14 10 9 6 6 4 2 0 1 1 0 0
三洋電機 15 12 10 9 6 2 0 0 0 0 0 0 0
その他 26 29 23 23 23 12 5 4 0 1 0 0 0
計 72 76 63 61 57 38 26 19 0 6 1 0 0
世界合計 487 602 735 919 988 1,108 1,047 26 105 628 90 55 143
190 191
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が 35 〜 40％で最も多く，ディスプレイ系 20 〜 25％，カメラ系が 10 〜
15％，さらにバッテリー系が 5％程度を占め，これら 4 ブロックで部品



































（2006年 9 億5000万台） （2009年 11億3000万台）
（出所）富士キメラ総研などの資料より筆者作成。
表 2　携帯電話の主要部品ブロックとその機能・コスト構造および主要供給企業
機能  主要部品  コスト （比率）  主要供給者 
RF 系  アンテナ， デュプレク
サー， SAW フィルター，
パ ワ ー ア ン プ， RF モ
ジュール， TCXO/ 水晶
振動子， RFIC 
400 ～ 500 円
（6%） 












2,300 ～ 3,000 円
（34%） 
・ 欧米系や韓国系が強い  
（日系） ルネサス， 東芝， エルピーダ  
（欧米系） TI， Qualcomm， Infinion，





ル， 無線 LAN モジュー
ル， IrDA モ ジ ュ ー ル，
非接触 IC， GPS， テレビ
チューナ IC 











700 ～ 1,000 円
（11%）
・ 日系が強い→ （韓国系国産化）  
（日系） シャープ， 東芝  





イバー IC， LCD バ ッ ク
ライト， 白色 LED， 白色
LED ドライバー 




（日系） シャープ， ミネベア， シチズ
　　　　　 ン電子， 日亜化学  
（韓国系） 三星 LED， 三星Mobile    
                Display， Seoul Semi， LGD
入出力系  振動モーター， スピー
カー / レシーバー， マイ
クロホン， 超小型プロジェ
クターモジュール 
150 ～ 200 円
（2%） 
 ・ 日系が強い 





300 ～ 330 円
（4%） 
・ 日系が強かった→ （現行， 韓国国
産化）  
（日系） 三洋電機， ソニー  













600 ～ 700 円
（8%） 
・ 日系が強い  
（日系） フジクラ， 日本メクトロン， 住
　　　　　友電工  
（韓国系） 三星電機 
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特に三星電子と LG 電子の 2 社は，2000 年代中盤以降ノキアに次ぐ世界
2 番手，3 番手企業に成長している。2009 年の世界シェアはノキア 38％
に対し，三星電子 20％，LG 電子 10％となり，そのほかの企業を大きく
引き離している。韓国企業の国内外での生産状況は，表 3 や図 5 のよう
である。




















































　　台数 (100 万台 ) 　　　　　シェア （％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
三星電子国内生産 63 80 83 82 81 77 81.8 78.4 70.3 50.6 40.5 36.7
三星電子海外生産 14 22 35 80 119 133 18.2 21.6 29.7 49.4 59.5 63.3
LG 電子国内生産 38 42 46 55 44 36 88.4 77.8 70.8 67.9 46.8 34.0
LG 電子海外生産 5 12 19 26 50 70 11.6 22.2 29.2 32.1 53.2 66.0
韓国企業国内生産 101 122 129 137 125 113 84.2 78.2 70.5 56.4 42.5 35.8
韓国企業海外生産 19 34 54 106 169 203 15.8 21.8 29.5 43.6 57.5 64.2
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クトには，ITRI を中心に，三星電子，LG 電子（子会社の LG 情報通信が
担当），現代電子，さらに通信キャリアとして韓国移動通信が参画している。
韓国版 CDMA の実用開発は 1995 年末までに完了し，翌年 1996 年から
香港に次ぐ世界で 2 番目の CDMA 方式による携帯電話サービスが韓国国
内で実用化された（図 6 参照）。
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タル時代の GSM と CDMA 市場，さらにその延長上の W-CDMA 市場に
おいても優位な競争力を確保できる技術基盤を確立する。こうした経過を
経て GSM 市場を牽引してきたノキアやモトローラ，そして独自の先端技





1990 年代中盤以降，携帯電話事業を半導体や LCD などの電子デバイス
と並ぶ重要事業と位置づけ，その強化を図ってきた。2000 年代初めから
中盤にかけて世界市場で 10 〜 15％のシェアを確保し，ノキア，モトロー



















墜で 20％前後のシェアとなりノキアに次ぐ世界 2 位の携帯電話メーカー
となっている。一方，LG 電子の場合も 1990 年代の CDMA や GSM の技
術開発にかかわる国家プロジェクトに参加し，同プロジェクトで得られた
実用化技術基盤をもとに先行する三星電子を追いかけてシェアを拡大し
た。2000 年代中盤には 5 ％前後であったシェアを，後半には 10％前後
へと押し上げ，三星電子に次ぐ世界第 3 位の携帯電話機メーカーに成長
している（図 7 参照）。
CDMA と GSM の国家プロジェクトの成果を生かし，三星電子，LG 電
子とも双方の方式をはじめとする携帯電話を生産している。当初は韓国国
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生産台数 (100 万台 ) 方式別シェア (％ )
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
GSM 48 58 72 93 113 119 62.3 56.9 61.0 57.4 56.5 56.7
CDMA 23 38 38 40 45 41 29.9 37.3 32.2 24.7 22.5 19.5
UMTS など 6 6 8 29 42 50 7.8 5.9 6.8 17.9 21.0 23.8
合計 77 102 118 162 200 210 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
●工場別生産
生産台数 (100 万台 ) 拠点別シェア (％ )
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
韓国 ・亀尾 63 80 83 82 81 77 81.8 78.4 70.3 50.6 40.5 36.7
中国・天津 /深圳 12 20 29 68 108 119 15.6 19.6 24.6 42.0 54.0 56.7
インド ・ ハリヤナ 0 0 0 8 3 4 0.0 0.0 0.0 4.9 1.5 1.9
その他 2 2 6 4 8 10 2.6 2.0 5.1 2.5 4.0 4.8
合計 77 102 118 162 200 210 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
〔LG電子〕
●方式別生産台数
生産台数 (100 万台 ) 方式別シェア (％ )
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
GSM 26 26 25 32 35 60 60.5 48.1 38.5 39.5 34.7 50.4
CDMA 14 23 33 40 50 39 32.6 42.6 50.8 49.4 49.5 32.8
UMTS など 3 5 7 9 16 20 7.0 9.3 10.8 11.1 15.8 16.8
合計 43 54 65 81 101 119 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
●工場別生産
生産台数 (100 万台 ) 拠点別シェア (％ )
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
韓国 ・平沢 38 42 46 55 44 36 88.4 77.8 70.8 67.9 46.8 34.0
中国 ・烟台 3 9 17 12 35 30 7.0 16.7 26.2 14.8 37.2 28.3
中国 ・青島 8 12 28 0.0 0.0 0.0 9.9 12.8 26.4
その他 2 3 2 6 3 12 4.7 5.6 3.1 7.4 3.2 11.3





最近は CDMA からその先の世界標準機となる UMTS（W-CDMA など）
方式のウェイトを増加させている。LG電子の場合は，以前CDMA機のウェ







2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
韓国企業の携帯電話国
内生産 (100 万台 ) 40 50 88 95 101 122 129 137 125 113
韓国企業の携帯電話海
外生産 (100 万台 ) 2 5 10 15 19 34 54 106 169 203
韓国企業の携帯電話内
外生産合計 (100 万台 ) 42 55 98 110 120 156 183 243 294 316
　( 世界生産シェア )(％ ) 10.2 15.3 24.0 22.9 20.8 21.5 19.9 24.3 26.2 30.0
韓国企業の国内生産用
部品需要 (10 億円 ) 317 403 725 796 845 1,023 1,052 1,024 846 701
韓国企業の海外生産用
部品需要 (10 億円 ) 16 40 82 126 159 285 440 792 1,143 1,260
韓国企業の内外部品需
要合計 (10 億円 ) 333 443 808 922 1,004 1,308 1,493 1,816 1,989 1,961
世界の携帯電話生産合
計 (100 万台 ) 410 360 408 481 578 727 920 1,000 1,123 1,055
世界の携帯電話生産用
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2004 2005 2006 2007 2008 2009
韓国 ・平沢 38 42 46 55 44 36 88.4 77.8 70.8 67.9 46.8 34.0
中国 ・烟台 3 9 17 12 35 30 7.0 16.7 26.2 14.8 37.2 28.3
中国 ・青島 8 12 28 0.0 0.0 0.0 9.9 12.8 26.4
その他 2 3 2 6 3 12 4.7 5.6 3.1 7.4 3.2 11.3





最近は CDMA からその先の世界標準機となる UMTS（W-CDMA など）
方式のウェイトを増加させている。LG電子の場合は，以前CDMA機のウェ







2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
韓国企業の携帯電話国
内生産 (100 万台 ) 40 50 88 95 101 122 129 137 125 113
韓国企業の携帯電話海
外生産 (100 万台 ) 2 5 10 15 19 34 54 106 169 203
韓国企業の携帯電話内
外生産合計 (100 万台 ) 42 55 98 110 120 156 183 243 294 316
　( 世界生産シェア )(％ ) 10.2 15.3 24.0 22.9 20.8 21.5 19.9 24.3 26.2 30.0
韓国企業の国内生産用
部品需要 (10 億円 ) 317 403 725 796 845 1,023 1,052 1,024 846 701
韓国企業の海外生産用
部品需要 (10 億円 ) 16 40 82 126 159 285 440 792 1,143 1,260
韓国企業の内外部品需
要合計 (10 億円 ) 333 443 808 922 1,004 1,308 1,493 1,816 1,989 1,961
世界の携帯電話生産合
計 (100 万台 ) 410 360 408 481 578 727 920 1,000 1,123 1,055
世界の携帯電話生産用
部品需要 (10 億円 ) 3,247 2,900 3,364 4,030 4,834 6,095 7,504 7,475 7,597 6,546
202 203
第５章　携帯電話産業
代初めの 10％から同後半には 30％へと 3 倍に上昇している。ただし，海




している（表 5，図 9 参照）。
韓国における携帯電話用部品の国産化や海外依存状況をいくつかの資


























図 9　韓国企業の携帯電話生産に必要な部品需要推移（国内外） 料をもとに検証する。表 6 は，韓国電子部品研究院から公表されている「技
術競争力分析」という報告書からの引用である。韓国で生産される携帯電
話の普及品と高級品について，原価構成と国産品採用状況が 2007 年から
2009 年の 3 年間についてまとめられている。
（出所）『技術競争力分析』（韓国電子部品研究院）。





〔普及品〕 製造原価 国産部品 製造原価 国産部品 製造原価 国産部品
構成比 採用率 構成比 採用率 構成比 採用率
ベースバンドモデム 28 0 26 0 25 0
ディスプレイモジュール（2.6”） 9 100 13 97 15 85
カメラモジュール （3.0M） 10 100 10 100 10 100
バッテリーモジュール 6 100 8 97 7 80
メモリー 14 70 11 70 10 50
DMB モジュール 11 100 7 100 5 100
プリント基板 4 100 7 100 7 95
筐体 11 100 10 100 10 97
その他 7 80 8 80 11 60
合計 100 66 100 68 100 61
（％）
2007 2008 2009
〔高級品〕 製造原価 国産部品 製造原価 国産部品 製造原価 国産部品
構成比 採用率 構成比 採用率 構成比 採用率
ベースバンドモデム 14 0 17 0 19 0
アプリケーション ・ プロセッサー 5 60 6 65 5 65
ディスプレイモジュール（3.4”） 17 70 14 70 15 45
カメラモジュール （5.0M） 10 100 7 100 8 100
バッテリーモジュール 5 100 5 97 5 85
メモリー 5 90 8 90 7 70
DMB モジュール 8 100 4 100 3 100
ヒンジ / タッチパネル 1 80 3 100 3 95
筐体 2 100 4 100 5 97
その他 33 60 32 60 30 50
合計 100 65 100 63 100 53
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や LG 電子に対して供給力をもち，ディスプレイでは，LCD の三星電子
や LGD（ディスプレイ），OLED の三星 SMD が強い競争力を発揮してい
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図 12，図 13 のようであり，2009 年韓国国内の携帯電話関連部品需要約
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150 〜 200 機種），こうした形態を維持することに注力している。各社と







































る。その後 LG 電子も同様の発想でデザインセンターを整備し，IT や家



















150 〜 200 機種），こうした形態を維持することに注力している。各社と







































る。その後 LG 電子も同様の発想でデザインセンターを整備し，IT や家











































中日社『電子機器の生産実態と予測　2007 年〜 2010 年版』。
富士キメラ総研『次世代携帯電話とキーデバイス市場の将来展望 2007 年〜 2010 年版』。


































中日社『電子機器の生産実態と予測　2007 年〜 2010 年版』。
富士キメラ総研『次世代携帯電話とキーデバイス市場の将来展望 2007 年〜 2010 年版』。
——『ワールドワイドエレクトロニクス市場総調査 2007 年〜 2010 年版』。
